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輝く瞳　燃える情熱　～若人の夢　この北の大地に～

22 日 (金) ： 10 ～
コート 第 4 試合
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北村　剛（千歳青葉中）

【リーグ戦績】
№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 2 0 1 0 4 19 1 8 0 0

5 16 3 3 1 5 0 0 0 0 0 21 - 14 0 1

6 2 0 1 0 6 0 0 0 0 0 8 - 4 1 勝

7 4 0 2 0 7 0 0 0 0 1 77 28 - 0 28 0 0 位

8 0 0 0 0 8 2 0 1 0 1 20 - 10 0 敗

9 0 0 0 0 9 9 1 2 2 2

10 10 2 0 1 0 2 15 - 3 0 1

11 4 0 2 0 11 17 - 9 1 勝

12 12 13 1 5 0 1 55 9 - 9 28 0 0 位

13 13 14 - 7 0 敗

14 14 0 0 0 0 0

15 15 10 0 5 0 0 14 - 21 3 - 15 0 0

16 16 0 0 0 0 0 4 - 8 9 - 17 0 勝

17 17 28 0 - 28 77 28 9 - 9 55 1 1 位

18 18 10 - 20 7 - 14 2 敗

28 3 9 1 55 3 22 2 7

男子Ｅ－２

会　場

【試合結果】

日　時 　　平成１５年８月 13
　北海道立総合体育センター（きたえーる） Ｅ

　【戦評】
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中村　浩仁　(青森) 副　審

結　果
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陶都 28 9
岐阜

石原　彰浩 0 熊倉　祐人

熊澤　恭平 0 大高　頌平

強戸

0

大脇　正義 0 相川　翔

北見　安孝 岡田　侑也

髙岡　素也 土田　賢大

成毛　一生 0 押見　幸一 (群馬)

井上　竜一 2 堀川　拓海

若尾　皇輝 内藤　潤一

三次　俊宏 0 庭山　翔平

渡辺　久也 大滝　俊也

小林　倫士 伊藤　慎二

若尾　優希 中川　佑哉

寺井　大貴 花澤　佑太

2 合計

髙橋　駿平

合計

陶都(岐阜) 鳥屋野(新潟)

【個人トータル表】

主　審

酒井　祐介 西脇　宏輝

0

強戸

森田　光明　(北海道)

鳥屋野

新潟

　激戦の北信越ブロックを１位で勝ち抜いてきた、過去全中優勝チームである強豪新潟鳥屋野中と、２年後
の全中開催となる岐阜県代表で東海ブロック３位の陶都中との対戦。
　両者ともディフェンスを２－３ゾーンとしながら流れをつかもうとするが、両者とも硬さが見られシュー
トが入らず。２分半ほどノーゴールが続いたが、陶都＃５熊澤の力強いゴール下のシュートがファール・カ
ウントとなり、その後フリースローも決めて３－０となる。しかし鳥屋野は＃９土田＃１２内藤のシュート
により着実に加点し、残り２分に３－８となり、陶都がタイムアウトを取る。だが、鳥屋野＃４熊倉のジャ
ンプシュートや＃９土田の３Ｐで一気に突き放し、３－１５で１クォーターを終了。
　２クォーターも流れは鳥屋野にあり、１クォーターからのゾーンプレス～ゾーンにより、陶都は苦しい状
態からのシュートが多くなる。逆に鳥屋野は持ち前の高さを行かしてリバウンドを取り、速攻によって次々
と加点。残り４分４３秒で６－２３となり、陶都がタイムアウト。高さはなくとも果敢に＃４石原＃６大脇
がドライブ、＃５熊澤が３Ｐやジャンプシュートを決めるが、追いつくことができず。前半を１２－３２鳥
屋野リードで終了する。
　３クォーターに入り、陶都中＃５熊澤が３Ｐやジャンプシュートを決め、点差を縮めるために必死に追い
上げるが、鳥屋野＃１０岡田＃１５花澤にゴール下シュートを決められ２１－４１で終了。
　４クォーターにも陶都＃５熊澤＃７井上が中心となって最後まであきらめない頑張りを見せたが、鳥屋野
の流れを止めることができず。最終的に５５－２８で鳥屋野が勝利をものにした。
　鳥屋野中の堅実でひたむきなバスケットが光るゲームであった。負けはしたものの、陶都中の最後まであ
きらめない頑張りも讃えたい。
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